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Meropenemの 臨床的検討
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順天堂大学医学部内科学(感染症)*

新 規 の 注 射 用 カ ル バ ペ ネ ム 系 抗 生 物 質 で あ るmeropenemを 肺 炎3例,感 染 性 肺 嚢 胞1例 に

投 与 し,著 効1例,有 効2例,無 効1例 の 臨 床 成 績 を 得 た 。 細 菌 学 的 効 果 は,Streptococcus

pneummiae 1株 は 消 失 し,microaerophilic Streptococcus 1株 はcoagulase-negative Staphylo-

coccusに 菌 交 代 した 。

副 作 用 は,感 染 性 肺 嚢 胞 の 症 例 に 下 痢 が 発 現 した が 無 処 置 に て2日 後 に は 消 失 し,1症

例 に軽 度 のGOT上 昇 が 認 め られ た 。
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Meropenem(MEPM)は,住 友製薬株式会社で開発 さ

れた,新 規の注射用カルバペネム系抗生物質で,カ ル

バペネム骨格の1β位にメチル基 を有 し,2位 をプロリ

ン側鎖で修飾することにより,ヒ トの腎デ ヒドロペプ

チダーゼに対する安定性 を向上させ,し か もグラム陽

性菌,緑 膿菌 をは じめ とするグラム陰性菌および嫌気

性菌に対する幅広い抗菌スペク トルを持った化合物で

ある。

今回我々は,呼 吸器感染症4例 に対 して本剤 を使用

したので,そ の臨床成績,細 菌学的効果,安 全性につ

いて報告する。

対象患者は,平 成2年1月 ～平成3年1月 に順天堂大

学内科に入院 し,本 剤投与 の同意が得 られた47歳 ～

67歳 の呼吸器感染症の男性3例,女 性1例 であった。

疾患の内訳は,肺 炎3例,感 染性肺嚢胞1例 であった。

本剤投与前にペニシリン系およびセフェム系抗生物

質に対するアレルギーの有無について,問 診および皮

内テスト陰性により確認 し得た患者のみに本剤の投与

を行った。

投与方法はMEPMを 生 理食塩水100mlに 溶解 し,30

分かけて点滴静注 した。投与量は,1回0.59で1日2回

投与 し,投 与期間は6～15日 間であ り,総 投与量は,

5.5～14.59で あ った。

臨床効果の判定は,自 ・他覚症状のほか白血球数,

赤沈値,胸 部X線 像などの臨床検査成績 と起因菌の推

移,喀 痩量等を参考として,総 合的に判定 し,著 効,

有効,や や有効,無 効の4段 階で判定 した。 また,細

菌学的効果 として,本 剤投与前後に喀疾培養を試み起

因菌の確定に努めた。

臨床成績 はTable1に 示 す とお り,著 効1例,有 効2

例,無 効1例 であ った。疾患別では,肺 炎の3例 は,

著 効1例,有 効2例 であ り,感 染性肺嚢胞の1例 は6日

間投与 したが,臨 床症状の改善が認められず無効 と判

定 した。

細菌学的効果は,症 例2で は,microaerophilic Strep-

tococcusを 分離 し,投 与後の検査では,microaerophilic

Stnptococcusは 消 失 した ものの,交 代菌 と してcoagu-

lase-negative Staphylococcusを 検 出し菌交代 と判定 した。

またStreptococcus pnemmfaeを 検 出した症例4で は,菌

は消失 した。

本剤投与症例について自覚症状,他 覚症状,尿,血

液一般検査,肝 機能,腎 機能検査等 をその経過 ととも

に観 察 した。本剤投与 中に副作用 として下痢 が1例

(症例3)に み られたが,無 処置にて2日 後に消失 した。

本剤投与前後 の臨床検査値の変動はTable2に 示 す と

お りであ り,GOTの 軽 度の上昇(16→41)が1例(症 例

4)に つ いて認め られたが臨床上問題 となるもので は

なかった。

MEPMは 住友製薬株式会社で開発 され,ヒ トの腎デ

ヒドロペプチダーゼに安定であることから,単 剤での

投与が可能 となった最初の注射用 カルバペ ネム系抗生

物質である。本剤はβ-ラ クタマーゼに極めて安定で,

グラム陽性菌,グ ラム陰性菌お よび嫌気性菌に対する

幅広い抗菌スペク トルと強力な抗菌力を有 し,そ の作

用は殺菌的である。 また本剤の喀疫中,胆 汁中,女 性

性器組織,扁 桃組織,上 顎洞組織,皮 膚組織への移行

は良好である1)。 また,第39回 日本化学療法学会新薬

シ ンポジウムにおける本剤の内科 系の呼吸器感染症
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609症 例 の有効率 は86。9%(529/609)で あ り,肺 炎

87.5%(294/336),肺 化膿症 ・膿胸77 。8%(21/27),

慢性 気管支炎85.7%(36/42),び まん性汎細性気管支

炎78.3%(18/23),気 管 支拡張症+感 染82.9%(34/

41)と 報告 されている1)。

今回我々がMEPMを 投 与 したのは,わ ずか に4例 で

はあったが,基 礎疾患を有する中等症以上の症例であ

った。 また,症 例1はcefuzonam49/日 を16日 間投与,

症 例4はofloxacin0.39/日 を4日 間投与 したが ともに無

効であった症例であ り,両 者ともMEPMの 投与で有効

お よび著効の成績 を得てい る。無効 と判定 した症例3

は,基 礎疾患 に肺嚢 胞症(両 側)が 有 り,clavula鶏ic

acid/amoxicillm 1125mg/日 を9日 間投与 し無効であっ

た症例である。本剤投与中に下痢の副作用が発生した

が,継 続 して投与 し2日 後 に症状は消失 したものの,

臨床症状に変化がないため,他 剤に変更 したもので,

総 投与量は6日 間で5.59で あ ったことが,本 剤の効力

発現が得 られなか った一因かもしれない。

Table 1. Clinical summary

CNS: coagulase-negative Staphylococcus

Table 2. Laboratory findings
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以上少数例の検討ではあったが,MEPMは 呼吸器感

染症,特 に中等症以上で基礎疾患を有する,他 の抗生

剤で無効の難治性の疾患にも優れた効力を発揮する薬

剤と考えられる。
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We investigated the efficacy of meropenem (MEPM), a new carbapenem antibiotic , in 4 patients with
respiratory tract infection (3 with pneumonia and 1 with infectious pulmonary cyst) .

The clinical responses were excellent in 1, good in 2 and poor in 1 .
Causative organisms were identified in two cases; one strain of Streptococcus pneumoniae was eradi-

cated and one strain of microaerophilic Streptococcus replaced coagulase-negative Staphylococcus .
A side effect was observed in one patient , who showed diarrhea, and a slight, transient elevation of

serum GOT was observed in the laboratory findings of one case.


